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W39a 超小型衛星TSUBAME搭載用広視野バーストモニターのシステム構築
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我々はガンマ線バースト（GRB）の硬Ｘ線偏光観測を目的とした超小型衛星TSUBAMEの開発を行っている。
本衛星は、小型で高トルクな姿勢制御装置を 4台搭載し、GRBの検知すると即座に姿勢制御を行い、15秒以内
に指向観測を開始するという非常に挑戦的なミッションである。GRBの検知と位置決定を行う広視野バーストモ
ニタ (WBM)は、CsI(Tl)シンチレータとアバランシェ・フォトダイオード (APD)を組み合わせたガンマ線カウ
ンタであり、30 200 keVのエネルギー帯域を観測する。TSUBAMEにはこの検出器が 5台搭載され、異なる面
に取り付けられた検出器の計数率を比較することでガンマ線の到来方向を推定する。
APDはゲインの温度依存性を持つ事が知られているが、衛星バスの電力に制限があるため能動的な温度制御は

困難である。我々はこの問題を印可する高電圧の制御とスレッショルドレベルの調整により解決しようと考えて
いる。このため本研究では APDのゲインの温度、印可電圧依存性を詳細に調査した。また、精度の高い位置決
定を行うためには十分な光子統計が必要となる。このため、APDの信号読み出し回路は低い閾値エネルギーと高
計数特性を両立した専用のアンプを開発し、期待される性能が達成されている事を確認した。これらに加え、宇
宙放射線環境を模擬したプロトンビームを用いた放射化バックグラウンドの評価、X線のシンチレータの入射位
置による光量依存性、実機を用いた位置決定実験などを行った。本講演では、これらのハードウェア性能評価実
験の結果とそれを踏まえた今後の開発計画について報告する。


